
第５分科会 読むことⅡ

副題

～「物語の書き換え」の学習をとおして～

研究テーマ
【文学的文章における

読みを深める指導の工夫】

高千穂町立上野中学校 池田 恭平



研究を行った西臼杵郡
について
日之影町
高千穂町
五ヶ瀬町 の３町

中学校は現在４校
中等教育学校が１校。
（研究は中等教育学校を
除く）



研究テーマ設定の理由

新型コロナの影響

→対面でのコミュニケーションや外出の制限



統計分析研究所 アイスタットによる調査（2022年8月）



統計分析研究所 アイスタットによる調査（2022年8月）



研究テーマ設定の理由

全国図書館協議会の調査（2022年６月）

中学生の5月における平均読書冊数

2021年→5.3冊 2022年→4.7冊



研究テーマ設定の理由

自宅などでの時間の使い方

動画等の配信コンテンツ視聴が多くなり、活字にふれ
る・他者とのコミュニケーションの機会が減少



研究テーマ設定の理由

このままでは

① 文章を読み取る力の低下

② コミュニケーション能力の低下は避けられない



研究テーマ設定の理由

本県の実態

令和４年度実施の全国学力・学習状況調査において

「話の展開に沿って登場人物の行動や心情を時系列順に
整理する問題」

全国の正答率→62.0 宮崎県の正答率→58.5

3.5ポイントの落ち込み



研究テーマ設定の理由

本県の実態

令和４年度実施の全国学力・学習状況調査において

「登場人物の心情の変化を話の展開を取り上げて記述す
る問題」

全国の正答率→73.8 宮崎県の正答率→68.7

5.1ポイントの落ち込み



研究テーマ設定の理由

西臼杵郡の実態

全ての学年において、「文学的文章の

読解」に苦手意識を感じている生徒が

半数以上



研究テーマ設定の理由

学習指導要領では

言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通
して、国語で正確に理解し適切に表現する資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。



研究テーマ設定の理由

学習指導要領では

第１学年 読むこと 構造と内容の把握

イ 場面の展開や登場人物の相互関係、心情の変

化などについて、描写を基に捉えること。



研究テーマ設定の理由

学習指導要領では

文学的文章の「読みを深める」

ことの重要性を唱えている。



研究テーマ設定の理由

文学的文章の「読みを深める」

ための登場人物の言動を基に心情を

読み取る学習

→読みを深める指導の工夫、

表現につなげる姿勢



研究の概要

教材：

物語文「少年の日の思い出」

（東書・光村

第一学年 ３学期）



研究の概要

研究の視点

① 多角的・多面的な視点から

物語をとらえ、自分の考えを

文章化し、読みを深めること

ができる。



研究の概要

研究の視点

② 他の生徒と深めた読みに

関する意見を交わすことで、

学びを深めることができる。



研究の概要
① 「少年の日の思い出」の読みを深める

従来の指導

僕 エーミール 母



研究の概要
① 「少年の日の思い出」の読みを深める

今回の西臼杵地区での指導

僕 エーミール 母



研究の概要
① 「少年の日の思い出」

の読みを深める

「僕」の発言とエーミールの

行動描写を根拠に、

エーミールの心情を推測

する。



研究の概要
① 「少年の日の思い出」

の読みを深める

「母」の行動描写を根拠に、

心情を推測し、物語を「母」の

視点で書き換える。



研究の概要

② 他の生徒との意見交流

（上野中学校の例）→



研究の概要

② 他の生徒との意見交流

・発表の評価

・グループ・全体での

意見交流



研究の概要

③ 授業前後のアンケート

・ 国語の学習での得意・不得意な点

・ 国語の学習が役に立ったと実感した場面

・ 国語の学習で身につけたい力

・ 心情の読み取りに関する自己評価

・ 物語文への興味関心





研究の概要

③ 授業前後のアンケート

授業前・・・２学期

授業後・・・３学期 に調査し比較・分析



研究の概要

④ ICT機器の活用

・ 授業の流れの可視化

・ 意見を参考にしながら

活動できる



研究の成果

① 「読みが深まった」ことへの実感

・ 「心情の読み取り」、「登場人物の人物

像」を読み取る力がついたと感じる生徒が

増加







研究の成果



研究の成果



研究の成果

② 「国語の学習が役立った」ことへの実感

授業外でも学びを実感する生徒が増加





今後の課題



今後の課題

① 「伝える力」の育成

意見交流の活動で、「自分の意見を分かりやす

く伝えたい」と思った生徒が増加したためと思

われる。



今後の課題

② 学習用語のさらなる定着

→学習活動の内容について理解が深まる

言語活動も活発になる

→問われている内容の理解が正答率に結びつく


